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高橋五山の総合的研究
一デザイン・絵雑誌・紙芝居一

高橋洋子薯
紙芝居創始者のひとりである高橋五山に焦点を当て、五山が出版した多様な

紙芝居の検証と、そこに至る背景を同時代の文化や社会状況を参照しながら

重層的に考察。五山の紙芝居が持つ本質的な特徴と芸術性を浮き彫りにする。
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